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自己紹介
•現在：琉球大学附属図書館一般職員

•福岡県出身 福岡大学（学部）→ 琉球大学（大学院）
博士：学術博士（琉球大学・2018年）

•専門：琉球沖縄史（主に明治時代の沖縄の歴史）
著書『沖縄初期県政の政治と社会』（榕樹書林、2021年4月）

共著『つながる沖縄近現代史』(ボーダーインク、2021年11月)

• YouTube「沖縄歴史倶楽部チャンネル」

YouTubeチャンネル



第1回：「琉球王国と『琉球処分』①」
→「琉球処分」前史／19世紀の東アジア国際関係の変化

第２回：「琉球王国と『琉球処分』②」
→「琉球処分」とは？／「琉球」はいつから「沖縄県」に？

第３回：「甘いけど、苦い。近代沖縄と黒糖」
→近代沖縄を襲った大不況「ソテツ地獄」

第４回：「「同化」をめぐる近現代の沖縄」
→沖縄にとって「日本人になる」ことの意味とは？



これだけは知っておきたい！琉球沖縄史の流れ

・１４２９年 尚巴志による琉球統一

・１６０９年 薩摩の琉球侵攻
→近世琉球（中国と薩摩へ二重朝貢時代）

・１８７９年 琉球処分 （廃琉置県処分）

→近代の沖縄県へ

・１９４５年 沖縄戦

（１９４５～１９７２年 米軍統治時代／琉球政府）

・１９７２年 日本復帰 （施政権返還）

→再度、沖縄県へ

約6 6 0 0年前

貝塚時代

約9 0 0年前

グスク時代
（古琉球）

 1 4 2 9年  琉球王国統一

1 6 0 9年  薩摩の琉球侵攻

近世琉球

1 8 7 9年  琉球処分

近代沖縄

1 9 4 5年  沖縄戦

戦後沖縄

1 9 7 2年  日本復帰



近世琉球の国際関係

『[琉球人行列図錦絵]』（琉球大学附属図書館所蔵）,https://doi.org/10.24564/ot00101



中国皇帝

周辺従属国（琉球を含む）

・周辺国の支配者
として任命(冊封)
・献上物以上の品
物を与える。

・恭順を示し朝貢

琉球から古くは馬・硫黄、
近世期は主に日本産の銀

や俵物などを輸出

表



琉 球

・在番役人の派遣
と外交の監視
・俵物、銀の輸出

年貢貢納・使節派遣

裏



琉球からみたウエスタンインパクト
• アヘン戦争（1840～1842年）以降…

東アジア社会は「安定」→「動揺／変動」

※アジア史的には「植民地国家」（日本を除く）の時代へ

• 琉球へは … 異国船（西洋船）来航数の急増
→交易などを求めて意図的に来航

⇔ 琉球の基本方針は現状維持

• ペリー来航と「琉米修好条約」（1854年）→ 批准

オランダ、フランスも琉球と条約締結（未批准）



「Entrance gate, Shuri when Perry arrived（ペリー来航時の首里入口の門）」
Bull文庫ガラス乾板写真（琉球大学附属図書館所蔵）



明治維新と琉球
•琉球の明治維新への認識 …「大和の政体が変わったらしい」

•1871年の２つの出来事 （次回へのフラグ🏳）

①日本全体で「廃藩置県」→ 薩摩藩が無くなる。
→琉球は鹿児島県の管轄に。

翌年、県の役人を派遣し、負債の免除を通達／内政改革を要求

②「琉球人遭難事件」

宮古・八重山の貢納船が台湾へ漂着 → 現地住民により殺害
⇒報復を口実とした日本の台湾出兵（1874年）


